
1 

令和７年度 第２回掛川市総合計画審議会 議事概要 

 

日 時 令和７年８月 25日(月) 13:30～15：30 

会 場 掛川市役所５階 全員協議会室 

 

■出席者（敬称略） 

No 氏  名 所属 ・ 役職等 
出席

状況 

1 永田守男 名古屋学院大学 経営学部教授 出席 

2 柴田敏彦 区長会連合会会長 出席 

3 山口恵理 大須賀第一地区まちづくり協議会理事 出席 

4 杉本直也 
Code for Kakegawa、静岡大学(土木情報学研究所)客員教授、 

静岡県企画部デジタル戦略課参事 出席 

5 三輪開人 NPO 法人 e-Education 代表 
出席 

（リモート） 

6 宮地紘樹 医療法人社団 綾和会 掛川東病院院長 出席 

7 中村崇予 掛川市住宅政策協議会委員、㈱セイワ設計 一級建築士 出席 

8 小林永典 ㈱コプレック 代表取締役 出席 

9 大石博音 島田掛川信用金庫 営業統括部 DX 推進室 室長 出席 

10 長濱裕作 the Port Kakegawa 代表 
出席 

（リモート） 

11 戸塚桂子 一級建築士 出席 

12 榑林奈穂 掛川市消防団 予防指導隊長 欠席 

13 平野明美 静岡県車椅子友の会掛川支部 支部長 出席 

14 三澤日和 
静岡大学２年生、元掛川市高校生ドローン隊 

現掛川茶 PR アンバサダー 出席 

15 笹瀬知沙 市立第一小学校主幹教諭 出席 

16 田中真妃 自然体験型認可外保育園 森のようちえん「野いちご」代表 出席 

17 廣瀬莉子 NPO 法人 WAKUWAKU 西郷理事長 出席 

18 喜多村純 掛川市地域おこし協力隊 出席 

19 藥師実芳 認定 NPO 法人 ReBit 代表 
出席 

（リモート） 

20 相良サラマリー 市立桜が丘中学校ＡＬＴ 出席 
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発言者 発 言 内 容 

１ 開 会 

２ 市長あいさつ 

市長 本日はお忙しい中、第 2 回総合計画審議会へご出席を賜り誠にありがとうございます。

また、オンラインで参加されている 3名についてもありがとうございます。 

第 1 回審議会から本日までの間、住民ワークショップを４回各所開催され、委員の皆様

にもご協力いただき重ねて御礼申し上げます。 

今年度も上半期が過ぎるところですが、来年度の事業の予算など考えていく時期になっ

ております。掛川市では現在、焼却炉建設事業（令和 12 年度稼働予定）や学校再編（令和

11 年開校を目指す原野谷中学校と城東中学校の再編）などのビッグプロジェクトを進めて

います。これら中長期的なプロジェクトに重点的な予算配分が必要で、財政的には厳しい

状況ですが、メリハリをつけて進めていきます。 

そして、今回の総合計画にもありますが、「持続可能なまちづくり」というのは非常に重

要なキーワードとして出てきておりますが、このキーワードは何でも物事が縮小していく

ものではないと私は思っております。今年度から掛川市では、AI オンデマンド交通という

新たな公共交通が始まりますが、現在バスは非常に問題になっており、乗客が少ないこと

や運転手も不足しており、バス会社の撤退は掛川市だけでなく全国的に相次いでいる状況

であります。この課題を解消するため、我々は既存のバスを AIオンデマンド交通に切り替

えていくことを桜木地区だけではなく、他の地区についても準備していきます。今バスの

ことを申し上げましたが、これも未来への投資です。乗っている人が少ないからやめてし

まおうというわけではなく、別の形のものに投資をしていく、あり方を考えていくことが

重要であると思います。 

このように、持続可能なまちづくりというものはそういう意味であります。これだけ厳

しい時代のため、何でも縮小傾向になっていく気配ではありますが、未来に向かって新た

な技術の導入、そして新たな在り方を考えていくことが私の考えている持続可能なまちづ

くりというものであります。その点も委員の皆様にご理解いただきながら進めていただき

たいと思っております。 

単純化・類義化できない中で、すべての立場の方々が活躍できて、いろんなことにチャ

レンジすることができるというまちになれば、掛川市はもっとこの先 10 年、20 年、30 年

も不安なく暮らしていけるまちになれると思っております。 

そんなことを目指しながら、総合計画を皆さんと共に描いて参りたいと思っておりますの

で、ご協力のほどよろしく申し上げます。 

３ 報告事項 

報告事項：住民ワークショップの報告について 

事務局 <資料１ 説明> 

会長 ありがとうございました。ご参加いただいた委員の方もいらっしゃるかと思いますが、

只今のご報告について何かご意見がある方はお願いいたします。 

≪意見なし≫ 

時間の関係もございますので、後日お問い合わせいただければと思います。 

４ 協議事項 
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発言者 発 言 内 容 

会長 それでは、次第 4「第 2 次総合計画の振り返り及び第 3 次計画策定に向けて」に移りま

す。はじめに、事務局から説明をお願いします。 

事務局 ＜資料２、資料３、資料４ 説明＞ 

会長 おおよそご理解いただけましたでしょうか。つまりは、第２次計画の良し悪しを議論する

のではなく、よかった点や反省点を踏まえて第３次にどう繋げていくかを、分野ごとに意

見を出していただくことになります。ここまでの説明で委員の皆さまからご質問あります

かでしょうか。 

＜意見なし＞ 

それでは、時間も限られておりますので、早速事務局から第２次総合計画の戦略の柱ごと

に評価及び第３次掛川市総合計画への示唆について説明いただき、委員の皆様にご意見を

いただけたらと思います。なお、時間が限られている中、7 分野毎に協議したいと思いま

す。協議の時間は、１分野 10 分を目安に進めたいと思いますので、ご協力をお願いしま

す。最初に資料３－①「教育・文化分野」の説明をお願いします。 

 （１）教育・文化分野について 

事務局 ＜今日の審議の進め方、資料３-① 説明＞ 

会長 ありがとうございました。 

只今の説明において、関係のある分野の委員の皆様からご意見をいただきたいと思いま

すがいかがでしょうか。 

委員 産業界からの意見としてこんな視点があるということをご提供したいと思います。複数

の分野にまたがることですが、教育に関係することなので意見を言わせていただきます。 

最近 AI がでてきてこれから世の中をものすごく変えていく可能性があると言われてい

ています。産業革命がおこったときには、機械が生まれて、体力がない人でも社会で活躍

できるような変化が起こったのですが、今回 AI ができたことによって知識労働ができる

AI が出てきたため、それを活用できる人が増えていくだろうと言われています。体力もな

くて、知識も多少不足点があっても活躍できるかもしれない中で、この先どのようなこと

が求められていくかということは、ありとあらゆるところで議論がされています。一つの

意見として、これから大事な人材はどんな人かなっていうと「共に働きたくなる人格を持

っている人」が重要度を増していくのではないかと言われています。共に働きたくなる人

格を得るためには何をすればいいのかというと、教育分野で大事になっていくのが哲学や

歴史だと思います。哲学や歴史を学ぶことによって社会の中でどのように生きているかと

いう人格を持つということが大事になっていくのではないかと思っています。 

 しかし、なぜあまり多くの人が哲学や歴史を重要視していないかというと、受験科目に

ないからです。受験科目にないと何が起こるかというと就職に別に伴うことはないからで

す。当然お金を出したり、労力を出したりするとなれば、親でも子でも早い段階で自分の

身になることに対して投資することは合理的であるため判断は間違ってはいないと思いま

すが、この先の将来がどのように変化していくかを踏まえて考えていくと、哲学や歴史を

学ぶことに力を使う方がいいのではないかと思います。 

 この分野はウェルビーング以外にも様々な戦略の柱に活きていくことであると思うので

さらに重要視したほうがいいのではないかと思いました。 
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発言者 発 言 内 容 

会長 ありがとうございました。只今のお話に関連いたしまして何かございますでしょうか。 

委員 先ほどの委員のお話に非常に同意しております。やはりいろんな人材の取り方について

変わってきており、つい先日ある大学からどういった人材を企業が欲しているかについて

インタビューがございました。そこでも「共に働く力」についてお話をさせていただきま

したが、その後実現していくためにどうしていくかを考えていかないといけないと改めて

思いました。 

資料の３-①のところに「子どもが健全に成長していると思う市民の割合」というところ

が 60％ということで令和元年よりポイントが低下している状況です。そもそも総合計画の

出だしのところでしっかり人口を維持していくというようなビジョンがあったと思いま

す。そういったところで若者が市に魅力を感じず出て行ってしまうというところで、先ほ

ど委員がおっしゃったように、おそらく地域の郷土の歴史といったものが非常に土着の意

識を高めるのではないかということがまず重要になっていくのではないかと思います。学

生という市民にどれだけ掛川市を好きになってもらうのかというのが非常に重要だと思い

ます。ただそれを実現していくために危機的だと思うところが「教員不足」というキーワ

ードだと思います。掛川市においても先生の確保を非常に苦労されていると伺っておりま

す。先生が足りないと充実した教育が難しくなってしまうと思いますので、このあたりが

総合計画の中で皆様に対して立ち向かえるかとなってきますが、しっかり先生の働き甲斐

であったり、賃金の部分であったり、そういった部分の検証の必要があると思いました。 

会長 ありがとうございます。お二人のお話の中でいえば、10 代の教育の定義、カテゴリーの

外延部をいかに広げていくかということですね。10 代の教育そのものは外せない、もちろ

ん日本全体で変えていかないといけないと思っておりますが、その核と同時に外延部のと

ころを広げて充実させ、地域で教育をしていくというという視点が必要であるという趣旨

かと思いますので、その点も是非念頭に置いていただきたいと思います。 

他にいかがでしょうか。 

委員 この 10 年先の中で今までにない教育の動きがたくさんあると思います。今、部活が地域

部活に移行していきます。そして、学校再編が始まるということで、原田小学校が昨年度

の 3 月に原谷小学校に統合しました。原野谷中学校と同じ校舎で市の指定を受けて原野谷

中学校と原谷小学校がイエナプラン教育というものを進めております。1 クラスでの勉強

ではなくて、学年を超えたり、１～６年生での活動を増やしたり、総合的な学習を通して、

他の教科とつなげていくという教育をしております。すごく魅力的な教育といわれている

ものをやっており、原野谷学園はすごくそこに力を入れています。そういった学園の動き

が他の学園にも段々浸透していっていることもありますし、今の教育がテレビとか雑誌や

本でも言われているようなことが皆さんの頭の中にあると思うのですが、タブレットが入

ってきて子どもたちのタブレットの活用能力は格別に私たちにも教えてもらうことがある

くらい自分たちで社会に出ていこうとする力を身につけようとしているし、授業のやり方

自体も自分たちで考えた課題を解決していこうという風に教員はファシリテーターとなっ

て進めていこうとしています。 

やはり現場の中にいると昔とは違う教育をしているとわかるのですが、きっと客観的に

見る皆さん側から見ると「あまり変わっていないのではないか」や資料のように「いじめ
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発言者 発 言 内 容 

の問題行動や不登校の子どもが増えている」といった、見るだけではマイナス面に感じて

しまうかもしれませんが、それだけ教員が子どもたちの困り感を引き出して把握している

数が増えているという見方もできるのではないかと思います。 

10 年先の中で今まで掛川市がやってこなかった部分というのがどんどん増えていく、地

域部活もこれからどうなるのか体現していくことによって、どのように変わっていくのか、

今までの学区で動いていた子どもたちが変わっていくのかもしれないとなった時に、今 10

年先で今の 10 歳の子どもたちが 20 歳になることを考えると今の子どもたちが社会に出て

身につけるべき力が掛川市の先ほどお話があった「いい人」もそうですし、社会に出て通

用する力を育てるための土台づくりをしていくことが必要なのではないかと考えておりま

す。学校教育といっても、これは地域とのかかわりもすごく大きいというところで、家庭

教育も含めて学校だけではない子どもたちを育てるという意識を大きくしていけるといい

なと思っております。 

会長 おそらくはここにいらっしゃる方は学校の中を知らない方が多くいらっしゃると思いま

す。または、外から与えられた情報や話だけで学校を判断してしまうということになるの

で、このような教育の話というのは、学校側もどれだけ地域に情報発信できるかというこ

とですね。小学生や中学生と我々世代とのギャップは大きいので、そこのところが伝わる

ようにしていかないと、地域が教育に入っていかないということになりますので、そうい

ったところも考慮していただければと思います。 

いろいろな意見があると思いますが時間の関係で一旦こちらの分野はクローズし、次へ

進んでいきたいと思います。 

（２）健康・子育て・福祉分野について 

会長 資料３－②「健康・子育て・福祉分野」の説明をお願いします。 

事務局 ＜資料３－② 説明＞ 

会長 ありがとうございました。何かございましたらお願いします 

委員 子どもの成長は社会の持続可能性に直結しており、子育て環境の充実と地域の支え合い

は未来への重要な投資です。子どもと保護者が安心できる居場所が必要で、家庭だけでな

く地域全体で取り組むべきです。保護者が孤立せず安心して子育てできる環境は、子ども

の健全な成長につながります。また、子どもが多様な経験を通じて学びや発見を得ること

が将来の可能性を広げる土台となります。 

核家族化や共働きの増加で保護者の孤立が深まり、地域のつながりが薄れている現状を

踏まえ、子育て家庭が集える居場所や相談窓口の整備、仲間づくりの支援が必要です。さ

らに、自然体験や自由な遊びの減少が子どもの体力や心の育ちに影響しており、安全で魅

力的な遊び場や地域に小規模な遊び場を整備することが重要です。「遊び＝学び」という認

識を施策に位置付け、多様な体験機会を提供することが求められます。 

保育士や教員不足、資金不足による小規模団体の継続困難など、子どもを支える現場の

負担が大きくなっています。人材確保や処遇改善、持続可能な支援体制の構築が必要です。

また、子育てが家庭だけの責任になりがちな現状を変え、世代を超えた交流を進めること

で、子どもたちに安心感や学びをもたらし、地域の活性化につなげるべきです。 

「子どもは社会全体の宝」という視点を広め、多世代交流の場づくりや企業・大学・市
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民団体との協働による子育て支援を進めることで、全世代が共に育ち支え合う地域社会を

目指します。人との交流や役割が生きがいとなり、健康や地域の活性化にも寄与するため、

多世代交流を推進し、健康づくりや生きがいの創出を進めていきたいと考えています。 

会長 ありがとうございます。 

委員 私の世代がちょうど出産や結婚を考える世代になりますので、周りからの様々な意見を言

わせていただきます。 

出生率を上げるために「子育て支援」や「結婚支援」というワードが挙がっていますが、

出生率に直接つながるかと考えると私たちの世代だとそれぞれが仕事をして自立している

パワーカップルが多いため、結婚というところにメリットを感じる人が少ないと思ってお

ります。結婚が必ずしも幸福につながるとは限らないし、結婚しても子供が絶対欲しいと

いう人ばかりでもないし、そこの点が少し矛盾していると思いました。 

今回の子育て支援が充実しているなと思っていれば、「ここで産みたい」と思いますが、な

かなか子育て支援や結婚支援があってもその間の出産・子供を授かる支援（不妊治療等）

に対する支援が手薄になっていると感じました。ここだったら安心して子供が産めると思

える支援を手厚くすれば、掛川市で子育てしたい人が増えていくのではないかと思いまし

た。 

会長 ありがとうございました。そのほかいかがでしょうか。 

たまたま女性の方が発言されましたが、男性の視点はいかがでしょうか。お子さんと母親

がということではなく、父親がという視点も必要ではないかと思いますがいかがでしょう

か。 

夫婦及びパートナーとともに働くのが基本の社会であり、10 年後には政治的には夫婦別姓

が定着しているかもしれません。かなりこれまでとは違うカタチの家族関係が作られてい

くかと思いますが、いかがでしょうか。 

委員 「結婚できないのか」、「結婚したくないのか」どっちの方が多いのかは分かりませんが、

私の周りでは結婚したくてもできない人が多く、そのような方々はあきらめている人が多

い印象です。そのような方への支援があったら嬉しいのではないかと実体験から思いまし

た。 

委員 父親の目線からすると、親子のイベントの話になってくると「ここはお母さんと参加して

ください」といったように母親が前提になっていると思います。なかなかお父さんとして

社会や家庭とどのように関わっていくか考えたとき、別の言い方をすると働かざるを得な

いという雰囲気を感じることがまあまああると思いました。 

そこには社会的な啓発といった市だけではなく全体でやっていく必要があると思います

が、実体験として「妻がキャリアをあきらめなければいけない」といった声も現実として

あるのではないかと思います。この辺りも啓発していっていただけるとより良い社会にな

るのではないかと思いました。 

会長 この問題は社会的な刷り込みがまだ世代に関係なくあると思います。それをどう減らして

いくのかということにはなりますが、基本的には男性の問題でもあるということでどのよ

うにアプローチをしていくかということが重要であるかと思います。 

第 2 次総合計画についてもこの柱の指標は女性の視点がメインになっているため、どうし
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ても女性の方に目がいってしまいますが、是非掛川市は男性の視点での指標も打ち立てて

いただければと思います。 

石川 

副市長 

ダイバーシティを全庁でリードして進めている立場として少しだけ発言させていただきま

す。実際掛川市だけでなく日本全体でもジェンダーの問題は非常に大きな問題になってお

ります。掛川市も今回の総合計画策定の最大のテーマのベースとして「DE&I」（ダイバー

シティ・エクイティ＆インクルージョン）を置いています。 

市がまちをリードしていく立場であるとして、ジェンダーの課題というものはありますが、

今あったような「男性」の課題や「女性だけ」の問題といったようなことではなく、実状

の問題として、男性特有の、女性特有の課題というものが存在しているのは確かだと思い

ますが、今後 10 年後を考えていく時に、性別ではなく「だれもが」という視点、「多様な」、

「自分らしく生きられる」、「ウェルビーング」ということが掛川市の狙っている部分であ

るため、今目の前にあるジェンダーの課題はしっかりと解決しつつ、だれもがウェルビー

ングという「だれもが」というところに意識を向けていただいて一緒に良い計画をつくっ

ていけると良いと思います。 

委員 今の 2 つ目の柱についてはジェンダー平等についてすごく強くいっていただいている部分

かなと思います。各地いろいろなところでお話をさせていただいていますが、ジェンダー

平等について語る時は「女性の課題」、「男性の課題」と分けている時点でジェンダー平等

の本質を捉え切れていないと思っています。男性、女性と分けるのではなくジェンダー平

等としての議論を進めていく必要があると思います。 

そういった中で副市長がおっしゃった多様な家族の視点というのは、パートナーを含めひ

とり親家庭やステップファミリーといった多様な家族を想定して、暮らしやすい掛川なの

かというところが非常に重要であると思います。 

また、この議論の中で出てきていない言葉で申しますと SRHR（セクシュアル・リプロダ

クティブ・ヘルス＆ライツ）というものですが、子どもを産む・産まない、自分の体をど

うするか、自分の人生をどうしていくかというのは主に個人の権利であるといったところ

で、子どもをもって生きる人の権利も非常に重要であるのですが、それを意思決定してど

のように一人で生きることでも、多様な家族として生きることであってもどのような生き

方であっても掛川であるといったところが重要なのではないかと思いました。 

会長 ありがとうございます。 

柱の部分ではジェンダー全体として物事を捉えて考えていけると良いかと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。時間の関係上、一旦この分野はクローズし、次の分野について

事務局から説明をお願いいたします。 

（３）環境分野 

事務局 ＜資料 3－③ 説明＞ 

委員 ゴミの問題というのは、掛川市はすごく評価されているところです。 

まさに戦略の柱のタイトルとなっている「美しい自然環境と共生」というワードは自分が

まちづくりを一生懸命やっているというスタンスの根っこの部分だと思います。子どもた

ちが子育てをするときに掛川に戻ってきて、ここで子育てをすることになり、その孫がま

た掛川で育つというイメージができるまちにしていきたいと私は思います。そこで、その
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ようなイメージをもって計画に活かしていけたらいいなと思っております。これから電子

的なものや AI といった立派なものができていきますが、創造を根本におき生きていく中

で自然や掛川の風景は自分たちの財産であると思っています。またごみの環境問題を取り

上げて、先進的に取り上げている掛川市だからこそできるという部分を大切にしていける

のではないかと思います。そして、現在掛川市と菊川市が合同でやっている処分場をもっ

ていますが、やはり周りを取り込んで広域なごみの問題の対応をやってもいいのではない

かと思います。 

会長 ありがとうございました。そのほかありますでしょうか。 

委員 ごみの減量や環境問題で考えた時に、よく再利用という議論があります。再利用の方法も

2 つあって、１つはリサイクルといわれているものです。リユースは使っていたものをそ

のまま他の人が使うため、環境がいいのはリユースであり、分かりきっていると思います。

しかし、このような判断があまり認識されていないのが世の中の現状なのではないかと思

います。 

おそらく市役所でもリユースを進める「パスト」というものがありますが、あれこそ着な

くなった洋服を入れることでどこかでそのまま使われるというリユースを推奨するもので

あるので、そのようなものを活用していくこととリユースの方がリサイクルより環境がい

いことについて啓もうをしていく必要があるのではないでしょうか。 

掛川にはいくつかのリユースボックスが各所にあると思うので、そのようなものを広めて

いくのも良いのではないかと思います。 

会長 日本全体で言いますとごみ問題というのはもともとの発想は消極的な話で処分場のことが

ごみ問題につながり、環境的な理由からごみ問題に取り組んでいるわけではないというの

が日本の特徴であるといえます。各自治体で協働でやるというのも、結局処分場をどうす

るのかということになると思います。 

かつてはリユースが日本の社会の特徴であったのです。人的資源がなくなっていますが、

回収がたくさん行われ、そのままビンが使われるというのが基本的な環境の取り組みでし

たが、それが段々となくなってきてリサイクルのみになってきたと思います。 

環境の専門家の方によればリサイクルの方がエネルギーコストがかかるということです

が、経済全体で考えると実際どちらがいいのか、個別にごみの問題を考えていくと非常に

矛盾する要素を抱えているということになります。 

しかし、その中で各自治体や地域が最適な答えを導き出していくということが重要になっ

ていくと思いますので、そういったところに取り組んでいただければと思います。 

ごみが減るのはいいことですが、今度は焼却炉の老朽化や故障等の問題が根強くあるかと

思います。いろんな要素を含めてご検討いただかないといけないと思います。 

それが見えないところで、まずは数字として追いかける状況になっていくと一番楽だと個

人的には思っております。非常に身近ですから、ご自身の取り組みが数字に表れるのが一

番いいのですが、いろいろなことを選択肢として考えていくことも重要ではあります。 

市長から何かありますでしょうか。 

市長 掛川市がごみ減量について進んできたのは、市民が一生懸命分別等の活動をしてくださっ

ているからだと思います。これは長年かけてつないできたもので、掛川市は紙ごみが少な
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いです。ほとんど紙ごみが古紙として回収されており、リサイクルされています。掛川市

役所でもペーパーレスを４年前あたりから進めており、4 年前あたりと比べると 4 割削減

している状況です。 

先ほど委員さんからリユースの話がありましたが、掛川市では、満水の環境資源ギャラリ

ーに持ち込まれている粗大ごみのうち、使用できるものはメルカリに出品しています。別

の言い方をすれば、まだ使えるものも粗大ごみ出されているということです。そのほか、

市内でいうと、ママバトンもリユースの活動をしています。リユースについてもリサイク

ルの前の段階として、もっと進めていきたいと思いますし、サーキュラーエコノミーもそ

うです。1 つ残念なことは、環境資源ギャラリーに持ち込まれた粗大ごみをメルカリに出

品しても掛川市のごみ量はすでに持ち込まれた時点でカウントされているため、数値上は

減らないという点です。民間ベースでもっとリユースの活動が進んでいくと、ごみ量には

カウントされず、粗大ごみの減量につながると思います。以上です。 

会長 重要な数値の根拠が把握できましたので、是非皆さんご活用ください。 

ではこの分野は一旦クローズし、次の分野の説明をお願いします。 

（４）産業・経済分野 

事務局 ＜資料３－④「産業・経済分野」 説明＞ 

会長 この分野も人口問題・教育分野と深くかかわる内容となりますがいかがでしょうか。 

委員 資料３の第３次総合計画に向けての２個目のところに「人材の育成と確保」と書かれてい

ますが、その下に「本格的な縮小時代の突入」とありますが、あまり行政として縮小と書

きにくいと思います。本日の冒頭の市長のコメントを聞いて思ったことが「縮小の戦略」

を柔らかく表現することができるのではないかと思います。それを聞いてチャット GPT に

「縮小戦略を明確にうたった総合計画を作成している自治体があるかどうか」と聞いたと

ころありませんでした。やはり成長や活性化に重きを置きがちなので、人口減少等に正面

から向き合った縮小戦略というものは、県庁もそうですがないとのことでした。 

とはいえ、やはり避けて通れず我々ももしかしたら「自分の世代は逃げ切れるかもしれな

いと思う人」が結構いるかもしれないと思った時に、総合計画で縮小の戦略をポジティブ

にとらえた書きぶりをしていくことはものすごく新しく、それを許容できる市民という民

度でいうと、報徳思想が根付く掛川にあっているのではないかと少し思っております。 

市長がおっしゃったように縮小は衰退ではありません。むしろそれはポジティブに地域を

適正化して絆を鎮座していくというようなことをおっしゃられたいのかなと思っていたの

で、それを新しい価値の創造の機会ととらえ戦略化して明文化していくというようなとこ

ろが打ち出せると、全国に誇れる総合計画になるのではないかと思います。 

以上です。 

市長 もう少し補足をさせていただきたいのですが、縮小戦略とは言いたくはないと思っていま

す。私が冒頭申し上げたのは、人材不足ということもあり、持続可能なまちづくりはどこ

の自治体でも扱っている言葉ではあります。一部の人たちはこの持続可能なまちづくり＝

縮小のまちづくりととらえている人がいると思います。確かに時代の流れとともに縮小し

ていくものはありますが、我々は別に縮小を目指しているわけではなく、「縮小のふさわし

い在り方」と「縮小戦略」というと縮小の仕方にフォーカスをしているかと思いますが、
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持続可能なまちづくりというのは、本質は縮小ではないということを言いたいです。縮小

戦略というと少し違うため、資料も表現の変更が必要かと思いますが、縮小の表現につい

ては重要だと思いました。以上です。 

委員 質問と私の感覚で 2 つお聞きしたいのですが、1 つ目は第 3 次総合計画の策定に向けての

1 番のところで、既存産業の高付加価値化のところで「人口知能の高度化や環境問題に対

応した医療・ヘルスケアと次世代輸送機器関連産業に代表され未来社会に必要な産業によ

る地域モデルの構築」という風にあり、後者は AI オンデマンドの輸送システムであったり

するかと思いますが、人工知能を活用した医療・ヘルスケアというものは、今まで聞いて

こなかったのですが、もうすでに想定されるものがあるのか柱にあるのでこれから打ち出

していくものがあるのか気になりました。 

会長 そのような産業育成ビジョンがあるのかどうなのかということですが、一般的に言うと静

岡県内であると三島や長泉のようなことやっていくのかというイメージでとらえた文章に

なっておりますが産業経済部長はいかがでしょうか。 

二 村 産

業 経 済

部長 

具体的にどんなものが話されているかというものはございませんが、医療分野であるとか

研究開発部門といったものについては積極的に誘致を図っていきたいと思っております。 

委員 わかりました。それでは既存の医療の質を上げることなど市民のために創ることに加えて

そこから付加価値をつけて経済的にもインパクトを持てるような産業づくりを打ち出せれ

ばという思いが込められているということですね。 

市長 掛川市はお茶の町でもありますが、製造業のまちであります。おそらくこれまでの製造業

とは、これからの 10 年を考えると当然変わっていかなければならないと思っております。

あまり知られていませんが、すでに掛川市内にも医療ヘルスケア関連の企業があります。

産業の転換部分というのを念頭に置きながら、誘致計画等をやっていきたいと思います。

また、掛川市では、上西郷の工業団地や満水の件も進んでいますが、このようなことを念

頭に置きながら誘致していきたい。最も、結局売れるかどうかの問題はあるので、現実的

には入ってくれる事業者が優先ではありますが、先ほどおっしゃった業態の大転換が時代

の中にあった誘致もしていきたいという風には思っています。 

委員 ありがとうございます。もう 1 点が「世界に誇れるお茶のまち」ということで、お茶に関

しても新しい価値をのせていくという思いが乗っかっていると思いますが、掛川市がお茶

を押していくのは嬉しいと思う反面、数ある産業の中でお茶を特だしするので他の産業の

見せ方はどうなるのか違和感がありました。お茶を推していくということはいいと思いま

すが、広報に関する施策になっていくのではないかと思いました。 

委員 私は今の意見とは反対のポジションで、ワークショップではお茶に関することが多く出て

いた印象を持っております。かつ自分自身もお茶が好きで今後残していきたいと思ってい

ます。やはり今はイニシャルコストが大きいことや担い手不足等がある中で、それぞれに

対する解決策は正直私個人では見いだせていませんが、私自身はお茶を押していきたいな

と思っています。この要素を Well-Being 指標にも入れていきたいなと個人的には思って

おり、「今日いっぱいお茶を飲んだか」のような設問が入ってくると掛川市でお茶を押して

いるという PR にもなったり、どこで印象付けると面白いかと考えるとお茶はみんな共感
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してもらいやすく、かつ掛川市のオリジナリティが出せるのではないかと思いました。 

市長 ここのところは掛川市ってどういうまちなのかというと、はっきり言って 1 兆円以上の輸

出額があるということは製造業のまち。農業の中ではお茶が圧倒的であります。委員から

もお話が出ておりましたが、「掛川市はお茶のまち」といった時に反対する人はほとんどい

ないです。本当は製造業のまちだと思っている人、あるいは掛川市はメロン・イチゴ・コ

メのまちだと思っている人はいるかもしれませんが、多数の方がお茶の町であることを支

持されているところがありますので、お茶を採用しているところであります。 

委員 お茶を推していくこと自体には反対はしていません。むしろ推したいなとは思っているの

ですが、産業的にインパクトを出すためにこの産業分野として載せていくのか、または、

シティプロモーションとしてお茶のまちとして載せるのかというところで、この産業分野

でのインパクトの出し方に違和感があったので発言させていただきました。 

会長 市長の説明としては、文化的な印象が強いということですからポジションをどちらに置く

かという課題があるかと思います。 

産業的なことで考えると昔から製造業の金額は大きいですが、製造業は移動できるんです

ね。そのため、いくつもある掛川市の工業団地の中が空になる可能性もございます。もち

ろん入れ替わっていくこともありますが、そのような産業分野に比べて、一次産業は入れ

替えが効かないと思います。そこについては力を注いでいかないと一度終わるとその産業

が滅びてしまうため、金額だけでは考えられないというものが一次産業の特徴であります。

文化とはまた別にして、産業としてどのように維持していくかということは、各地域でも

重要な問題になっていくと思います。 

もちろんその中でお茶だけでいいかという問題はございますが、貴重なご意見から特にど

こにポジションを置くのかという点については、是非ご議論をいただければと思います。 

委員 農業に関する話で、ここに書いてある通りであるとは思いますが、自分自身が農業やって

いる関係もあり、皆さんのお話を聞いていると否定するわけではございませんが、消費す

る側として発言している人が多いと思います。 

お茶にとってみれば、掛川市というのは、大変有名な地域になりますが、山間に圃場があ

り、乗用の機械が通らないとなかなか生産量も確保されません。皆さんもご存じの方もい

るかもしれませんが、乗用ではなく 1 人で刈り取る機械があり、急斜面の箇所を刈ってい

くものがありますが大変苦労されています。お茶というのは一年中世話をしないと、子ど

もと一緒で本当に手間がかかる作物です。 

スマート農業が話題になっているが、お米もお茶もそうだが植え付けから刈り取りはＧＰ

Ｓを活用すれば、あぜ道からリモコンで操作して機械が勝手に植えてくれたりするが、農

業離れの一番原因というのは草刈りだと思います。 

今の時期は雨が降った後の草の成長がすごいため、草刈りが大変です。その作業が大変で

お茶もそうだが若者が後を継がないという現状があります。 

また、スマート農業と聞くと聞こえはいいですが、機械がものすごく高いです。個人でや

っている方が買える金額ではないと思います。 

例えば、コンバイン（お米を刈り取る機械）は GPS がついているものは 1 千万くらいしま

す。そのため、小規模でやっている人は買えるかと言ったらとてもじゃないけど買えませ
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ん。若者がいない、後継者・担い手がいないという課題の中で何をしたらよいかというと

人材確保だと思いますが、海外からの派遣や就労者にも来ていただいてやっていくと思い

ますが、人件費がかかってくるし、地元に住んでいる人からすると、地域外の方が来るこ

とにまだまだ慣れていないことから不必要な不安を感じるなどの問題もあるかと思いま

す。 

取り留めのない話にはなってしまいますが、農業分野は生産者の側面からも議論していた

だけるとありがたいなと思っております。 

会長 この農業の特長は年間 1 か月くらいしか使わない高額な機械を購入しているという 1 番産

業として考えると厳しいという点だと思います。普段それを我々は見ておらず最終製品し

か見ていないということで、常に消費者目線の議論になりがちだということですが、 

少子化問題も含めてどう事業としてみていくのか成立させていくのかという点について

我々も考えていかなければならないと思います。それを残念ながら市場原理だけで解決す

ることは非常に難しいということもありますので、そこに市と行政、社会がどのように関

与していくのかという視点で提起していただいたということになります。 

これはご留意いただければと思います。 

石 川 副

市長 

資料の第 3 次総合計画策定に向けての項目２項目目に明記させていただいているとおり、

担い手としても市民としても、掛川市は日本人だけという視点ではなく、多様な海外の方

を含め、どんなバックグランドを持っていてもウェルビーングに過ごせるという視点を大

切にしております。今世の中的にも「○○ファースト」という言葉もありますが、限られ

た人だけ優遇される社会をという機運が高まっているのは非常に危険だなと思っておりま

す。掛川市は、そんな機運が高まっていたとしても、すべての方が相互に溶け込み、安全

安心に過ごせるまちづくりをしていきたいと思っております。 

会長 ありがとうございました。それでは続いての分野をお願いいたします。 

（５）シティプロモーション分野 

事務局 ＜資料３－⑤「シティプロモーション分野」 説明＞ 

会長 ありがとうございました。地域間競争についてかかわる問題ということですが皆さんいか

がでしょうか。 

委員 ５・６・７番の分野に共通して言えることですが、「市民が共感の担い手」といった「○○

の担い手」といったことや「共に何かをやっていく」というワードが出てきており、すご

くいいなと思っています。どうしても総合計画というものは、「行政が用意したものをやっ

ていきます。皆さんそれに沿って動いてください」ということが今まで多かったと思いま

すが、どんどん市民の方にもタスクを移していき、一体となって動いていくという点がい

いものを創っていくと思っております。意見というよりは、是非市民や団体の力も使って

やっていくということが計画の中に入っていくと、これからの社会においてすごくいいな

と思っております。是非その形を残しておいて、シティプロモーションに限らず福祉など

の分野でも出てくればいいなと思いました。一方で行政が体制を整えないと動けない部分

も多くあると思うので、その部分を明確にしていただいて、市民等と共助していく部分が

あれば計画の中に入れていかなければ自発的に動く機会にもなりすごくよくなると思いま

した。 
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会長 今後に向けて行政の役割が変わっていき、市民がやっていくことを行政がサポートするよ

うな形にシフトしていきましょうということになりますが。そのほかいかがでしょうか。

一旦時間の関係上ペンディングさせていただき、次の分野に移りたいと思います。 

事務局 ＜資料３－⑤「シティプロモーション分野」 説明＞ 

（６）安全・安心・都市基盤分野 

事務局 ＜資料３－⑥「安全・安心・都市基盤分野」 説明＞ 

会長 ありがとうございます。この分野についていかがでしょうか。 

委員 都市基盤については、設計士として意見させていただきます。この都市基盤についてはす

べての分野にかかわってくるもの、そしてコストもかかってくる重要な分野であると思い

ます。一度建ててしまったらその先 20 年、30 年後もそのまま残っていくとなると長期的

に見通しながらつくっていただく必要があると思います。 

変化している時代なため、変化に対応できる計画にしていただきたいとすごく思っており

ます。 

そして前提の意見として皆さんと違ったら申し訳ないですが、今回の計画の中で Well-

Being 指標を使用するのはとてもいいと思いますが、いただいた資料からはワクワクさせ

る印象が感じられません。ワクワクすることは計画を立てる上ですごく大事だと思ってい

て、計画の中にワクワクする要素を入れていただきたいなと思います。 

私自身設計する時に必ずワクワクする要素を入れています。ただそれを達成する時のハー

ドルはすごく高いものになります。計画の中にワクワクを入れると「こんなことできない」

と思う方もいらっしゃると思いますが、そのハードルを越えていくための知恵をすごく出

してくれると思います。市民がこの計画を見た時に何か 1 つでも「これ面白そう」と思え

るものがあるといいのではないかと思いました。皆さん市民の人に読んでもらって、計画

を理解してもらうということが最初なのではないかと思いました。 

石 川 副

市長 

今すごくいいお話をいただいたと思っていて、今回ワクワク感というものは庁内でもすご

く力を入れているところであります。この 4 月からドレスコードフリー等市役所の中でも

改革をしております。総合計画はワクワク・共感・一緒に作っていきたいとどう思わせる

かというところなんですね。ここにいる皆さんを筆頭にどうしたら市民の方が一緒にやり

たいと手を挙げることができるかという見せ方・表現の仕方を一緒に想像していただける

ような方を今回審議会の委員としてお呼びしているところであります。 

今回は前回の総合計画の振り返りで行政チックなところもまだありますが、ここからいか

につい手に取りたくなるような、参画したくなるようなものにしていくかというのが重要

なテーマとなっていきます。是非その視点で皆さんの自由な発想でたくさんの市民の方に

見ていただけるようなワクワクしていくものを一緒につくっていきたいと思います。 

（７）協働・広域・行財政分野 

事務局 ＜資料３－⑦「協働・広域・行財政分野」 説明＞ 

会長 すでにご意見をいただいている気もいたしますが、いかがでしょうか。 

途中出てきた話でもありますし、いわば我々の心の壁を取り除き、キラーワードを使わな

いことになろうかと思います。少し時間を急ぐ形となってしまいましたが、他にございま

すでしょうか。 
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時間を超過してしまい申し訳ございませんが、ご意見ありがとうございました。今後も審

議会は何回かございますが、総合計画をこれから審議していくにあたって事務局として大

切に考えるポイントを、改めて皆さまと共有して議論を進めていくことが大事ではないか

と思います。次回審議会の冒頭にて重要なポイント・スタンスについてあらためてご案内

いただけるよう検討をお願いします。 

続いては次第 5 のその他連絡事項について、事務局よりお願いいたします。 

６ その他 

事務局 本日もご出席いただいたみなさからのご意見ありがとうございました。それでは、両副

市長からご挨拶をさせていただきます。始めに大井副市長からお願いします。 

大井副

市長 

第 2 回総合計画審議会での議論ありがとうございます。報告事項ということになります

が、住民ワークショップということで、まずはしっかりビジョンを作ろうということで、

やはり今後10年のビジョンは中高生や若い世代の意見をしっかり取り入れたものにして

いこうと事務局でもなっており、策定委員会やワークショップを開催させていただいて

おります。やはりしっかりしたビジョンを描いていくことが必要であって、私自身第 2 次

総合計画の策定に携わっており、行政の悪いところは作って満足してしまう計画が非常

に多く、どう 3 次に活かしていくのか委員の皆様からの評価を踏まえ、ワクワクした計

画にしていきたいと思っております。やはりそういったまちが移住や定住で人口減少を

食い止める施策になるのではないかと思っています。 

あと３回審議会があると思いますが、それぞれの立場からご意見いただき明るい未来

があるワクワクした計画にしていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

石川 

副市長 

本日は積極的なご発言をいただきありがとうございます。今大井副市長からもありまし

たが、若い世代等の意見を取り入れた未来志向型の計画を創っていきたいと私も心から

思っております。今までの計画でもそうでしたが、声が大きい人やアクティブな方の意

見が反映されやすいと思っております。誰もが住みやすく、ウェルビーングに暮らせる

ように、すべての人の意見を組み込みたいと思っております。 

いかにサイレントマジョリティの声を盛り込んで総合計画を作り上げていくかというこ

とにこだわっていきたいと思っております。またそのアイデアがありましたらご意見い

ただきたいと思います。少しでも多くの市民に掛川市に行ってみたいという仕掛けを作

っていきたいと思っておりますので、是非ご協力いただけたらと思います。 

事務局 ありがとうございました。 

それでは以上をもちまして、本日の審議会を閉会といたします。 

本日は、誠にありがとうございました。 

７ 閉 会 

 


